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● 第 8 回箕面ユネスコ協会総会を開催しました！

2021 年 7 月 4 日、第 8 回の総会を開催しました。

昨年は、新型コロナウィルス感染症防止のため大幅に規模を縮

小しての会になりましたが、今年度は萱野小学校を会場にお借り

し、佐藤校長先生にも御出席頂き、今後の活動への思いを高める

総会になりなりました。 

2020 年度事業報告、決算、2021 年度予算、事業計画が承認

され、役員改選も滞りなく承認を頂きました。 

また、今年度からユースメンバーの活動を大きく展開させていく

ため、ユースメンバーによるプロジェクトチームが編成されました。

これまで、本協議会か行ってきた、全国の災害支援活動に参加した

メンバーが中心となります。 

本協会の活動を通し、そ

れぞれ現在、解決が必要と

考える課題に取り組んで

行くことが大事だと考え

ます。地域の貧困や差別、

世界の紛争の拡大、環境破壊など、さまざまな問題を抱える、

今日を生きるためこうした問題を根本から解決するために

は、次の世代と箕面ユネスコ協会は共にあり、一緒に課題解

決のため進んで行くことを確認する総会となりました。  
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♪ホームページ折々に更新中！ 

『箕面ユネスコ協会』 

で検索してください❤ 
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〈坂口一美さんのお話から〉 

・坂口さんのお話を聴き、日本だけにとどまらず、世界各地で人々

の手助けをしようという思いを強く持っておられることがわかり

ました。自分も、自分なりに積極的に SDGｓに関わろうと思えま

した。 

・ネパールの村のようすなど、実体験を分かりやすく伝えていただ

いてありがとうございました。日本の識字率の低さや、未だに残る

貧富の差など身近な話題も多くあったので、考えるきっかけになり

ました。 

〈川本実弥さんのお話から〉 

・高校時代の交流の様子や、子ども食堂の様子など、学生の私たち

にもできそうな活動が多く、興味を持ちました。今、教育をきちん

と受けられている身として、直接的にも間接的にも支援をしたいと

思います。 

・高校生の時から被災地支援やカンボジアにいったりして困ってい

る人を助けるなんて心からすごいと思いました。なかなか行動に移

すことができないことが多いのに。私も川本さんのようになりたい

と思いました。 

 

1 年生時には、ＳＤＧｓについて調べたことをもとに、スピーチやポスターツアーなどで自分や社会ができる

ことを伝え合ったみなさん。2 年生では、17 の目標からグループごとにテーマを選び、自分たちに何ができる

のか考えたこと、具体的に行動していることなどを、9 月に行われる文化祭の場でプレゼンテーションするそう

です。ＳＤＧｓへの思いを三中のなかまや三中校区へと広げる学習を継続的にすすめておられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動を起こしている人の話を聴いてみよう 

 SDGｓの達成を願う授業づくりに、箕面ユネスコ協会も参加させていただきました。

Goal4 をテーマに選び、坂口会長からは、世界にある識字課題やボランティアで得られる

学びが自分の生き方にかえることなどを、また、大学生の川本実弥さんからは、カンボジ

アや日本各地での支援体験が今の大学での研究につながっていることなどをお話ししま

した。寄せていただいた感想から紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伝えることは、自分たちの活動をふりか

えったり、意味を確かめたりする機会にな

ります。ともに学ぶ場を用意してくださっ

た先生方、最後まで集中し、熱心に話をき

いてくださった生徒のみなさん、ありがと

うございました。     （大濱 淳子） 

「世界がもし 100 人の村だったら」を題材にしたワークショップ。楽しく学ぶ様子を参観させていただきました 



 

 

  

 

   いのち輝く社会が続くことを願い…未来を託す、つなぐために！ 

箕面ユネスコ協会は、地域や学校と被災地をつなぐ活動や、現地に出

かけ交流する生徒や先生を支援する活動を行っています。東日本大震災

以来、九州北部豪雨や熊本地震、岡山県倉敷市真備の豪雨災害等、大き

な被害を受けた地域の支援活動や西日本豪雨災害を受けたてきました

が、青少年による被災地ボランティア活動をとおし、復興の状況を知

ることや、被災にあった方と出会うことで、生きること、命の大切さ考

えることや、被災地を「忘れない」。被災地の問題や課題を自分のことと

してとらえる気づきが生まれ、さらに、交流を通して被災地への理解を

深めることを期待して支援活動を継続してきました。そこで活動してき

た若いメンバーが箕面ユネスコとして共に新たな活動を展開していくス

タートを切りました。 

●●●メンバーから一言 

≪川本 実弥≫ 

「はじめまして、大学 2年生の川本実弥です。 

私がチャレンジしたいことは、高校生のときから変わらず「伝

える」ということです。私が伝えることの重要性に気づい

たのは、東日本大震災のボランティアで知り合った気仙沼

高校の友人の言葉でした。それは「震災は知ろうとしなけ

れば知ることはできない」というものです。この言葉を受

けて、それならば知ろうと思うきっかけをつくるために、私 

の体験を伝えたいと思うようになりました。 

今、桃太郎とユネスコの愉快な仲間たちで考えている事業も「伝える」ということに重きを置いたものになっ

ています。応援してくださる皆さんのお力も借りながら、たくさんの人と緩やかなネットワークでつながった大

きな事業にすることができればと思います。どうぞ応援よろしくお願いします。 

≪ハリスケイン（恵音）≫ 

箕面ユネスコでお世話になっているハリスです。 

 私はこの箕面ユネスコの活動で多くの事にチャレンジしていきたいです。自分自身の目標としては、人と話す

ことは少し苦手なのですが、この活動を通して多くの人と出会い、積極的にコミュニケーションを図っていく良

い機会になるのではと思っております。また、災害や森づくり等のボランティアに積極的に参加し、植林体験や

その他のまだ体験したことのない活動を通して、自分の活動が人々にお役に立て

ればとても嬉しいです。新しい出会いとユネスコの活動を楽しみにしています。

よろしくお願いします 

●●●応援の一言 

≪辻田 武幸、智子≫ 

箕面ユネスコメンバーへの協力、バックアップ、頼りない、叔父さん叔母さんで

すが、老体にムチ打って、必死で頑張りますので、宜しくお願い致します素晴ら

しい支援が、出来ますように、祈り、願っております。  

 

♪「桃太郎」命名の由来は？ 

岡山真備へ向かう SA の像の力強さしさ
にちなみました 

♪NPO 法人災害支援団体 Gollila 

7 月 23 日に真備の NPO の方と打ち合わ
せをさせていただきました 

吉備 SAでの集合写真 



 

 

 

 

●ハイブリッド型で開催！ 

コロナ渦中での大会となります。会場での開催とそれをオンラインで視聴する、いわゆるハイブリッド型 

での開催します。 

≪開催形式≫ 

・会場での開催とそれをオンラインで視聴する、いわゆるハイブ

リッド型を前提に準備を進める。（感染状況が拡大した等の場合

は、オンラインのみの開催となります） 

≪オンライン参加が難しい方への対応≫ 

オンライン参加が出来ない方への対応として 

・全国の都道府県へサテライト会場の設置を働き掛け、その為の

マニュアルを提供します。 

・個人で参加の方にも、マニュアル等を用意し丁寧な対応を行っ

て行きます。 

■テーマ   

「誰も置き去りにしない」・「 いのち輝く持続可能な世界を未来

へ繋ぐ」 

■全国大会のキーワード  ３点 

「平和の文化」「いのちの尊厳」「ＳＤＧｓ」そして with コロナ 

ビデオ メッセージ 

 オドレー・アズレー国際連合教育科学文化機関事務局長  

京都大学・ISP研究所 山中伸也 教授 

パネルデスカッション 

テーマ「誰一人取り残さない」・「 いのち輝く持続可能な世界を未来へ繋ぐ」ために 

各分野からパネラーを依頼し、それぞれの立場からテーマについて語って頂きます。 

皆さん是非ご自宅でも会場でも参加をお願いいたします。 

 

お知らせ 

＊会費の納入について＊ 

会員の皆様へ 

会費の納入のお願い（まだ平成 25 年 8 月現在、会費未納の皆様へ） 

※年会費は一般会員、年 3.000 円。学生会員、1.000 円 

振込み先：箕面ユネスコ協会  銀行名：ゆうちょ銀行  金融機関コード：9900 

店番：408  預金種目：普通  店名：四〇八（ヨンゼロハチ） 

口座番号：5829689 

※直接、下記口座へ振り込みをお願いします。 

または、同封の振り込み用紙をご利用ください。 


